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日本代表選手におけるスポーツ・種目転向（トランスファー）の特徴
－日本代表選手に対する軌跡調査－
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Abstract
 This study was conducted to elucidate sport or event transfer characteristics of international level 
Japanese athletes participating in track and fi eld competition. We administered a questionnaire to 544 
athletes who participated in the Olympics or World Championships, Asian Games, or Asian Athletics 
Championships. Considering the secular background, we specifi cally examined data of 296 respondents 
who were born after April 1958. Regarding transfer from other sport, athletes who competed in track 
and fi eld events were 10% in the elementary school period, 70% in the junior high school period, and 
98% in the high-school period. Most had transferred to track and fi eld from baseball, soccer competition. 
Regarding intra-transfer of track and field events, especially from junior high school to high school, 
some athletes transferred to longer distance events (100–200m to 400m) and new events in the same 
event category (shot put to javelin throw). Although most athletes showed no transfer after the high-
school period, they participated in fewer events.
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じ種目を継続している選手もいれば，種目を転向

（トランスファー）している選手も存在する．例え

ば，女子走幅跳の日本記録保持者である井村久美子

氏（旧姓・池田）は，小学校期からシニアまで，ど

の年代においても国内トップクラスで活躍していた

（ベースボールマガジン社，2007）．一方で 400mH の

Ⅰ．緒言

オリンピックにおいて陸上競技は，男子で 24 種

目，女子で 23 種目を開催している．このように，

陸上競技には多くの種目があるが，シニアで国際大

会に出場するレベルの選手の中には，若年期から同
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為末大氏は，中学校期に 100m，200m で全国大会を

制しているが，高校から 400m や 400mH に取り組み，

シニアでは 400mH において世界選手権で 2度の銅メ

ダルを獲得した（為末，2013）．トランスファーの

背景には，高校から主要な大会で実施される種目

数が増えることが一因として挙げられる．400mH や

5000m のように，距離が長くなる種目もあれば，三

段跳，やり投，ハンマー投のように新しい種目も登

場する．さらに，中学校期は陸上競技以外のスポー

ツを実施していて，高校から陸上競技を始めるケー

スもある．やり投の村上幸史選手や新井涼平選手は

中学まで野球を実施していた（陸上競技社，2012, 

2014）． このように，選手が種目を選択するパター

ンはさまざまであることがわかるが，国際大会に出

場するレベルの選手が，年齢に伴ってどのような種

目選択をしてきたのかを明らかにした研究は見当た

らない．

そこで本研究は，日本代表選手を対象にして小学

校期から青年期にかけて，どのようなスポーツや陸

上競技の種目を選択して日本代表にまで至ったのか

を明らかにする．

Ⅱ．方法

対象は，オリンピック，世界選手権，アジア大会，

アジア選手権に出場経験のある者である．2012 年

の調査では，1960 年から 2009 年までのオリンピッ

クまたは世界選手権に出場した 411 名のうち，競

技者として第一線を退いている選手を中心に選出

し，さらに現住所が判明している 204 名に「陸上競

技におけるトップアスリートの軌跡調査」に関する

質問紙を送付して回答を依頼した（渡邊ら，2013）．

2014 年の調査では，オリンピックまたは世界選手

権だけでなく，アジア大会やアジア選手権に出場経

験のある，1958 年 4 月から 1992 年 3 月までに誕生

した 480 名を対象にした．この対象者は，調査時に

大学生よりも年齢が高く（大学を卒業している者），

また対象者が中学校期に全国中学校陸上競技大会が

開催されていた年齢層である．対象者には，引退し

た選手だけでなく現役選手も含んでいる．そのうち

現住所が判明している 340 名に，2012 年の調査で

用いた同じ質問紙を送付して回答を依頼した．質問

紙では，小学校期，中学校期，高校期，青年期（19

～ 22 歳頃）で中心的に取り組んでいたスポーツや

陸上競技の種目を尋ねている．

集計されたスポーツや種目は，各期間，各種目群

（短距離：100 ～ 400m，中距離：800 ～ 1500m，長距

離：3000m ～ 10000m，マラソン，競歩，ハードル：

100 ～ 400mH，跳躍，投擲，混成）で単純集計し，

度数や割合を算出した．データの集計には統計ソフ

トウェア JMP8.0 を用いた．

Ⅲ．結果

2012 年の調査では 151 名から回答があり，当時

50 歳未満だった 104 名を抽出した．2014 年の調査

では 192 名から回答があり，合計した 296 名を分析

の対象とした．表 1には，種目ごとの人数を男女別

に示した．なお，オリンピックまたは世界選手権に

出場経験のある選手は 199 名，アジア大会またはア

ジア大会のみの出場経験者は 97 名であった．

1．他のスポーツから陸上競技へのトランスファー

（競技間トランスファー）

表 2は，小学校期に実施していたスポーツの人数

と割合である．小学校期に陸上競技のみを中心的に

実施していた者は 10％，他のスポーツと陸上競技

表 1　各種目の人数
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100・200mを兼ねていた．100・110mHの代表選手では，

8 名中 6 名（75％）が中学校期にハードルを経験し

ており，高校期には他種目と兼ねながらも全員が

専門的に実施していた．400mH の代表選手では，中

学校期にハードルを経験していた者は 12 名中 5 名

（42％）で，400m を実施していた者よりも人数が多

かった．高校期において，400mH のみを中心的に実

施していた者はおらず，400m や 100・110mH と兼ね

ている者が多かった．中距離と長距離の代表選手で

は，それらの種目を中心的に実施しながらも，より

短い距離の種目と掛け持ちしている者が多かった．

マラソンの代表選手においては，中学校期では長距

離と中距離種目を兼ねる者の方が多かったが，高校

期では長距離のみを中心的に実施していた者の方が

多くなっていた．競歩の代表選手では，9 名中 7 名

は中学校期に競歩の経験がなかった．高校期では全

員が競歩に取り組んでいたが，多くは長距離種目と

兼ねていた．跳躍種目の代表選手では，三段跳以外

はほとんどの者が中学校期から代表になった種目を

中心的に実施していた．やり投と円盤投の代表選手

9 名のうち，中学校期に砲丸投を経験していた者は

8 名存在していた．高校期では，やり投以外の選手

は他の種目と掛け持ちしていた．混成では，7 名中

5名が中学校期から混成競技を実施していた．

青年期には，マラソン以外の代表選手全員が国際

大会に出場した種目に取り組んでいた．なお，青

年期でマラソンに取り組んでいた者は 31 名中 6 名

（19%）で， 3 名は男子大学生，残りの 3 名は女子実

業団選手であった．

表 8には，中学校期から青年期までに実施してい

た陸上競技の種目数の割合を示した．すべての期間

において 2 種目を実施していた者が最も多かった

が，高校期から青年期にかけて，特に 3種目以上実

施していた者の割合が減少し，1 種目のみの者の割

合が高くなった．

Ⅳ．考察

1．競技間トランスファー

小学校期に陸上競技に取り組んでいた者は 10％

で，他のスポーツと掛け持ちしていた者を合わせて

も 22％であった．小学校期における低い陸上競技

実施率は，定期的に活動している陸上競技のクラブ

が少ないことが挙げられる．平成 25 年度における

陸上競技のスポーツ少年団の設置割合は全国平均で

1.1％であった．一方，軟式野球は 20.2％，サッカー

は 13.0％，バレーボールは 10.7％であった（日本

を掛け持ちしていた者が 12％であったが，他のス

ポーツを実施していた者が 58％と，小学校期に陸

上競技を中心的に実施していなかった者の方が多

かった．表 3は，小学校期に実施していたスポーツ

の内訳と人数である．男子では，野球・ソフトボー

ルが最も多く，サッカーが続いた．女子は陸上競技

が最も多く，水泳が続いた．陸上競技を実施してい

た者は，男子で 35 名，女子で 29 名であったが，そ

のうちの 45％の者は，他のスポーツと掛け持ちし

ていた．

中学校期に中心的に実施していたスポーツの人数

と割合を表 4に示した．陸上競技のみを実施してい

た者は 70％で，他のスポーツと陸上競技を掛け持

ちしていた者は 11％であった．陸上競技を実施し

ていなかった者は 19％存在していた．陸上競技以

外のスポーツは，野球（25 名），サッカー（15 名），

テニス（9名），バスケットボール（7名），バレーボー

ル（6名）の順に多かった．

高校期に中心的に実施していたスポーツの人数と

割合を表 5に示した．98％が陸上競技を実施してい

たが，他のスポーツと陸上競技を掛け持ちしていた

り，まだ陸上競技を実施していなかった者が 2％ほ

ど存在していた．なお，青年期には，すべての者が

陸上競技のみを中心的に実施していた．

2．陸上競技種目のトランスファー（競技間トラン

スファー）

小学校期に陸上競技のみを中心的に実施していた

者の小学校期と中学校期の実施種目を表 6 に示し

た．小学校期に陸上競技のみを中心的に実施してい

た者は 29 名で，そのうち 28 名が中学校でも陸上競

技を中心的に実施していた．そのうちの 76％（22

名）は，小学校期に実施していた同系統の種目を中

学校期でも実施していた．国際大会に出場した種

目と異なる種目群であった者が 3 名存在していた

（No.6,7,8　小学校期に専門的に実施していた種目

がなかった者を除く）．

中学校期に陸上競技のみを中心的に実施していた

者の中学校期と高校期の実施種目を表 7 に示した．

中学校期に陸上競技のみを中心的に実施していた者

は 207 名であった．100・200m の代表選手は，1 名

を除いて中学校期から 100m のみ，または 100m と

200m を実施していたが，100・200m 以外の種目と兼

ねている選手が中学校期で 27％，高校期で 23％存

在していた．一方 400m の代表選手では，中学校期

に 100・200m を中心にしている選手の方が多かっ

たが，高校期では，15 名に増え，そのうち 11 名は
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表 2　小学校期に実施していたスポーツの人数と割合

表 3　小学校期に実施していたスポーツの内訳と人数

表 4　中学校期に実施していたスポーツの人数と割合

表 5　高校期に実施していたスポーツの人数と割合
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表 6　小学校期に陸上競技のみを中心的に実施していた者の小学校期と中学校期の種目
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表 7　中学校期に陸上競技のみを中心的に実施していた者の中学校期と高校期の種目
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表 8　各時期における陸上競技の実施種目数の割合

図 1　小学校期から青年期にかけての競技間トランスファー

図 2　中学校期から青年期にかけての種目間トランスファー
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体育協会 HP）．この割合は，データが公表されてい

る平成 14 年まで遡ってみても同程度であった。陸

上競技に取り組みたくても取り組めない背景がある

かもしれない．ところが中学校期になると，陸上競

技を中心的に実施する者が 70％に増加することか

らわかるように，何らかのきっかけで中学校から陸

上競技を本格的に始めるようになる．その要因の１

つとして，小学校での陸上競技大会を挙げることが

できる．多くの地域において，小学校高学年で市町

村レベルの陸上競技大会が実施されているため，短

期的に陸上競技に取り組んでいた可能性がある．そ

こで好成績を収めることが中学校で陸上競技に中心

的に取り組むきっかけになっているかもしれない．

中学校期には 70％の者が陸上競技を中心的に実

施していたが，残りの 29％は他のスポーツが中心，

または陸上競技と他のスポーツを掛け持ちしていた

者であった．その中でも野球，サッカー，バスケッ

トボール，テニス，バレーボールが多いが，実施

していたスポーツの種類は多岐に渡っていた（表

4）．高校から陸上競技を本格的に始めた者の陸上競

技種目をみてみると，特定の種目に偏りがあるわけ

ではなかった．例えば，中学まで野球を中心的に実

施，または陸上競技と掛け持ちしていた 25 名の国

際大会出場種目をみてみると，マラソン・跳躍・投

擲がそれぞれ 5名，競歩・中長距離・短距離がそれ

ぞれ 3名，混成が 1名であった．中学校期では，お

もに学校の部活動を通してスポーツを専門的に実施

するようになるが，実施していた競技の成績，個人

競技への興味関心，運動会（体育祭）や学校対校の

陸上競技大会（駅伝大会など）への出場などが，高

校から陸上競技を始めるきっかけになっているのか

もしれない．同様のことは高校期から青年期にかけ

ても起こっていると思われる．図 1には，小学校期

から青年期にかけて起こった，競技間へのトランス

ファーをまとめた．

2．種目間トランスファー

小学校期に陸上競技のみを中心的に実施していた

29 名の中学校期での種目選択をみてみると，多く

の者が中学校期で同じ種目または同じ系統の種目を

選んでいた（表 6）．短距離，ハードル，跳躍では，

ほとんどの者が同じ種目を実施していたが，中距離，

長距離，マラソンをみてみると，小学校期に短距離

や跳躍を実施している者もいた．種目を専門化して

いなかった者も 3名おり，中長距離種目で将来的に

活躍する選手は，小学校期から長い距離を専門化し

ているとは限らないと言えよう．

中学校期から高校期にかけての種目選択では（表

7），100・200m の代表選手の 70％が中学校期に

100・200m を専門的に実施していた．他の種目と

掛け持ちしていた者を合わせるとほぼ全員が 100・

200m に取り組んでいた．跳躍種目とハードルの代

表選手も同じ傾向で，三段跳と 400mH 以外は，ほと

んどの者が中学校期から専門的に取り組んでいた．

三段跳と 400mH は全国中学校体育大会（全中）の種

目に入っていないので中学校期に取り組む選手は少

ない．三段跳に関しては中学校期に全員が走幅跳に

取り組んでおり，三段跳は走幅跳と同じ水平跳躍種

目であるため，派生的に取り組むようになると考え

られる．一方で 400mH は，中学校期にハードルに取

り組んでいた者が 42％で，100 ～ 400m に取り組ん

でいた者が 50％とほぼ半数に分かれた．ハードル

からトランスファーする原因としては，高校から高

くなるハードルの高さに対応しきれずに 400mH に転

向したパターンと，100・110mH の延長で 400mH に

取り組むパターンが考えられる．また，中学校期ま

でハードルに取り組んでいなかった選手において

は，高校期において練習の一環でハードルに取り組

んだ様子をみて，指導者が 400mH を勧めた可能性も

あるが，理由は定かではない．今後，詳しく調査す

る必要がある．

400m，中距離，長距離の代表選手は，中学校期に

それらの種目を専門化していた者よりも，より短い

距離の種目を中心的に実施していたり，より短い距

離と掛け持ちしている者が多かった．つまり，400m

では 100・200m，中距離では 100 ～ 400m，長距離で

は中距離種目を実施していた者が多かった．高校期

になっても専門化する者はほとんど増えず，短い距

離と兼ねている者が目立った．シニアにおいて高い

パフォーマンスを獲得するためには，中学生から高

校生の時期にスピードを高めておく必要があるのか

もしれない．マラソンも似た傾向で，中学校期に長

距離種目のみに取り組んでいる者の割合の方が低

く，高校期から長距離を中心的に実施している者の

割合が高くなっていた．中学校期に競歩に取り組ん

でいた代表選手は 9名中 2名であったが，高校では

全員が競歩に取り組んでいた．そのすべてが中長距

離からトランスファーしていた．競歩も中学校期に

はほとんど取り組まれていない種目である．石川県

のように，県中学総体の種目に競歩種目がある地域

は中学校期から専門化できるかもしれないが，ほと

んどは高校期において中長距離種目の経験がある者

が，指導者の勧めなどでトランスファーしたものと

思われる．



－ 21 －

跳躍種目では，走高跳の代表選手は中学校期から

ほとんどの者が他の種目と掛け持ちせずに専門的に

実施していた．これはおそらく競技特性によるもの

である．指導教本（日本陸上競技連盟，2013）の跳

躍種目の章において，特に助走で走高跳は他の跳躍

種目と区別されている．つまり，走高跳以外の跳躍

種目は直線をまっすぐ走ってきて前方に跳躍する点

で類似しているが，走高跳は他の跳躍種目よりも助

走速度が低く，曲線を描いた助走から上方に跳躍と

いう点で異なる．このような種目特性からか，走幅

跳の選手は 100m，ハードル，三段跳を兼ねていたり，

また棒高跳の選手はハードルを兼ねるというケース

が複数あった．走高跳は他の種目と類似する点が少

ないことが原因で，掛け持ちせずに専門的に実施し

てきたのかもしれない．

投擲種目では，中学校期に砲丸投に取り組んでい

た者が，高校期においてやり投や円盤投にトランス

ファーする傾向があった．中学校期の投擲種目は砲

丸投が主流で，円盤投やジャベリックスローが開催

される競技会は少ない．そのような背景もあって

か，投げることが得意な者は，基本的に中学校期は

砲丸投を選択していたと思われる．ハンマー投につ

いてはデータを得ることができなかった．投擲に関

しては人数が少ないうえに十分に質問紙を回収でき

なかったので，全体的な傾向を示すには不十分であ

ると考える．

図 2 は，中学校期から青年期にかけて起こった，

陸上競技種目間でのトランスファーをまとめた．小

学校期には陸上競技のみを中心的に実施していた者

は少なかったため，ここでは除外している．図中の

矢印は，青年期の種目に至るまでに，どの種目から

どのくらいの割合で選手がトランスファーしてきた

のかを表している．中学校期から高校期にかけては

複雑なトランスファーが起こっていたが，高校期か

ら青年期にかけてはほとんどなかった．むしろ，高

校期は複数の種目を実施しており，青年期になって

種目を絞る傾向が見られた．

本研究では，日本代表選手が小学生期から青年期

にかけて，どのようにスポーツや陸上競技の種目を

選択してきたかを数量的には示すことができた．し

かし，選手がどのようなきっかけでスポーツや種目

をトランスファーしたのかについては十分に明らか

になっていない．小学校期や中学校期の体力水準や

競技成績だけでなく，仲間や教師などの勧誘もある

と考えられるので，今後さらに分析を進めていく必

要がある．

Ⅴ．まとめ

本研究は，オリンピック，世界選手権，アジア大

会，アジア選手権に出場した日本代表選手 296 名を

対象にして，小学校期から青年期にかけてどのよう

なスポーツや陸上競技の種目を選択してきたのかを

分析した．陸上競技を中心的に実施していた者は，

小学校期で10％，中学校期で70％，高校期で98％で，

野球，サッカー，テニスなどからトランスファーし

た者が多かった．陸上競技の種目間では，特に中学

校期から高校期にかけて，100・200m から 400m，中

距離から長距離のように同じ系統の種目でもより長

い距離の種目にトランスファーしたり，同じ種目領

域でも高校から始まる新しい種目（400mH，やり投

など）にトランスファーする者もいた．しかし，高

校期から青年期ではほとんどトランスファーせず，

実施していた複数の種目の中から種目を絞っている

ことが明らかとなった．
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